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         効率的にセルロースを合成する技術を開発しました。 

   

【概要】セルロースを効率的に合成したり、セルロース繊維に新たな性質を付加する技術を開発した。 

【詳細】植物におけるセルロースの生合成機構は未だ多くの点において未解明であるとともに、植物由来の

タンパク質を用いたセルロース合成は未だ不可能である。人工的合成基質や天然基質であるオリゴ糖か

ら酵素の転移活性を利用してセルロースを合成する場合も、実用的利用は今まで困難であった。 

当センターでは、イネいもち病菌由来の酵素（エンドトランスグルコシラーゼ）がセロオリゴ糖から効

率的にセルロースを合成することを発見した。また、ラミナリオリゴ糖やゲンチオオリゴ糖を基質とし

て認識するため、セルロースの一部に異なる結合様式を有する多糖の合成も可能である。このようなエ

ンドトランスグルコシラーゼの合成反応を利用することにより、付加的性質を有するセルロース繊維を

合成することが出来る。 

 

 

 

◯ セルロース繊維を合成することが出来る。 
◯ 異なる基質を用いることにより、付加的性質を有するセルロース繊維を合成することが出来る。
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

酵 素

酵 素

酵 素

ドナー基質
アクセプター基質

「エンドトランスグルコシラーゼの反応機構」

ドナー基質を分解した後、アクセプター基質に転移する。 
反応が繰り返し行われ、ポリマーが合成される。

酵素+セロオリゴ糖

セロオリゴ糖

「エンドトランスグルコシラーゼを用いたセルロース合成」

酵素を添加により水不溶性のセルロースが合成される（左） 
（酵素なしではセルロースは存在しない（右））


